
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 1２月発行 
発行／児嶋よしひこ後援会 
 
〒422-8528 

静岡市駿河区小鹿 3-18-1 

三菱電機労働組合静岡支部内 
℡ 054-287-3160 

 

児嶋よしひこ 
【Vol.２】 

（地元町内会の方々へご挨拶） 
 

私の地元、豊田自治会の田中会長様に事前のご挨拶
をさせていただいた上で、10 月 28 日（水）に自治
会の三役会、11 月 4 日（水）には班長会の席で、お
集まりの皆さんにご挨拶をさせていただきました。 

貴重なお時間をいただい
た皆さん、誠にありがと
うございました！ 
長く静岡を離れていた

期間もあり、これまで自
治会の活動に参加させて
いただく機会は多くあり
ませんでしたが、今後は
地域のために、皆さんの
身近な存在としてお役に
立っていきたいと思いま
す！ 

 

（裏面へ続く） 

 

（支援者様個別ご挨拶回り） 
 

ご支援いただいている皆さんへのご挨拶回りを始め
ています。本来であれば、お宅巡回で多くの皆さんに
お会いして直接お話しをしたかったのですが、このコ
ロナ禍においては、対面してお話しをすることは心配
という方も多いと思いますの 
で、まずはお電話でのご挨拶
とさせていただきました。そ
の中でご了承いただけた方に
は、ご自宅に伺いご挨拶をさ
せていただいています。 

少しでも私のことを知って
いただき、皆さんの声を直接
聞いて、今後の活動に活かし
ていきたいと考えております
ので、忌憚のないご意見をお
待ちしています！ 

 

  
私の初めての室内用ポスターが完成しま

した！ 
プロのデザイナーの方にいくつか案を作

っていただき、関係者による人気（？）投
票で、何度も微修正を加えながら、ようや
く形になりました！（業者の方には大変ご
苦労をお掛けしました） 

自分の顔のポスターというのは、照れる
と言うか、なんだかまだ違和感があります
が、まずはみなさんに顔と名前を憶えてい 

ただこうと思
いますので、
よろしくお願
いします！ 

 

 

  
県内の学生と地元企業や市民が繋がることで、静岡から日本の

未来を担う人材の輩出を目指す「シヅクリプロジェクト」に、私
の職場である三菱電機静岡製作所も参画しています。 

中高生向け探究学習プログラムをもとに、学生達の発想から地
域や企業の新しい可能性を発見し、企業のリソースを活用して地
域活性化に繋げていこうという企画に、私は会社代表として参加
しており、駿河総合高校と東豊田中学校に訪問し、会社の事業説
明や生徒さんたちのアイデアに対するアドバイスなどをしていま
す。 

若い感性に触れてハッ
とすることもあり、物事
を色々な角度から見るこ
との面白さ、大切さを実
感しています。 

最終報告会は年明けの
1 月ですが、皆さんから
どのようなアイデアが飛
び出すか、 
今からとても
楽しみです。 

 

支援者の皆さんへご挨拶 
 

後援会ポスター完成！ 
 

「シヅクリプロジェクト」参画 
 



  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 
10 月は例年以上に冷え込み、いち早く冬の到来かと思いきや一転、11 月はぽかぽか陽気が続きまし

た。今年の冬はどこまで寒くなるかわかりませんが、厳冬がこようと児嶋よしひこは活動を止めませ
ん。地元の自治会、企業、学生、文化、防災などなど、この静岡市における課題を見つけるため、児嶋
よしひこは自分の足で現場に赴き、自分の目で見て確かめます。後援会もウィズコロナの中、感染防止
を図ったうえで精いっぱい展開して参ります。皆様のご支援ご協力をどうぞよろしくお願い致します。 

                       後援会代表 仁王 尚夫 

 

登呂遺跡 
 
教科書にも出てく

る登呂遺跡は、誰も

が知る弥生時代の集

落・水田遺跡。皆さ

ん一度は行ったこと

がありますよね。 

私は先日、約 20 年ぶりに行く機会があり

ましたが、博物館も新しくなっていて、昭和

18 年に発見されて戦後の昭和 22 年から発

掘を開始したことなど、改めて色々な情報を

得ることができて非常に興味深かったです。

市内の他の観光地との連携などで、もっと

もっと多くの人に見てもらい、リピーター

も増やしていきたいですね！ 

＜池邨市議と意見交換＞ 
 
恩田原地区（ＳＢＳ通り・エスパルスドリーム

フィールド南側）は、整地が終わって今後開発

が進む様子ですが、池邨市議とお話しをする中

で、現状と今後の展開について確認しました。 

既に整地されているところは、工業団地が入る

計画ですが、南側についてはまだ具体的に活用

の方向性が決まっていないとのこと。 

どのように

活用していく

のか、みなさ

んの声を池邨

市議と連携し

て市政に反映

していきたい

と思います。   
 

◆日頃の情報発信と、災害時情報網の整備 
 
地震発生時にはその後の余震や津波の情報、台風や大

雨では川の氾濫や浸水情報など、その時々に応じて、タ

イムリーに正確な情報を伝える必要がありますが、静岡

市は十分と言えるでしょうか？また、自宅からの避難場

所を把握できていない人も意外に多いのが現状。災害発

生時にいかにスムーズに正しい行動ができるかが、大切

な命を守るカギになります。日頃の情報発信の充実化は

もとより、例えば、年配の方でも障がいのある方でも誰

でも使える「防災用スマホ」 

のような通信機を各戸に配置

するなど、一歩二歩踏み込ん

だ情報網の整備が必要です。 

また、このコロナ禍におい

ては、避難所の「3 密対策」

も心配の種。皆さんの安心の

ためにも、一刻も早い対策が

必要でしょう。 

 

◆スポーツの環境整備と地域活性化 
 
子供の育成には学力と共

に体力の強化も重要です。

ここはサッカーの街静岡。

未就学児からサッカーを通

じた楽しい体力強化を推奨

することで、静岡のサッカ

ーレベル底上げにも繋が

り、市民のサッカー熱も上 

昇、「サッカー王国静岡」の復権で、ひいては地域の

活性化も目指せるのではないでしょうか！ 

そのためにはまず、グラウンドなどの環境整備を始

め、コーチングから送迎なども含めて大人のサポー

ト、自治体の支援が必要不可欠です。静岡出身のＪリ

ーガーや経験者の方々に協力を仰ぐことも必要になる

と思いますが、関わる人々にとって負担ばかりではな

い、「ウィン・ウィン」の仕組みづくりが大切だと考

えます。 

 


